
 

 

 

２０１８年４月２日 

三菱ケミカル・クリンスイ株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

三菱ケミカル株式会社（本社：東京都千代田区、社長：和賀昌之）のグループ会社である、浄水器の販

売を行う三菱ケミカル・クリンスイ株式会社（本社：東京都品川区、社長：木下博之 以下、当社）では、Ｆ

Ｍラジオ局Ｊ－ＷＡＶＥにて放送中の番組「Ｃｌｅａｎｓｕｉ ＭＯＲＮＩＮＧ ＴＡＢＬＥ」と、ＦＭラジオ局ＦＭ８０２

にて放送中の番組「ＳＵＰＥＲ ＦＩＮＥ ＳＵＮＤＡＹ Ｃｌｅａｎｓｕｉ ＮＡＴＵＲＡＬ ＳＴＹＬＥ」内のＣＭを一冊の

本にまとめ、『水風景（みずふうけい）VOL,３ ２０１５-２０１７』として２０１８年３月１０日に発刊しました。本書は、

書店での取り寄せ注文、および各種ネット書店での注文にてお求めいただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『水風景 VOL,３ ２０１５-２０１７』は、２０１５年１月から２０１７年１２月までの約２年の間に放送されたラ

ジオＣＭの内容を基に、３５名の著名人が語る合計１６３話の「水」に関するエピソードを、美しい「水」の

写真と共に掲載しております。 

 

当社ではブランディングの一環として、著名人がメッセンジャーとなり自身の「水」にまつわるエピソー

ドを語るラジオＣＭを展開しております。アーティストから料理研究家、アスリートまで幅広いジャンルから

毎月１名を選定し、創作活動やパフォーマンスに欠かせない「水」、思い出の中の「水」など、多彩なエピ

ソードを発信しています。『水風景 VOL,３ ２０１５-２０１７』では、作家／演出家の大宮エリー氏や、プロ

ダクトデザイナーの柴田文江氏、女子レスリング選手の登坂絵莉氏などのエピソードを収録しております。

『水風景』は、番組のリスナーはもちろん、写真やエッセイが好きな方や、それぞれのメッセンジャーの

ファンの皆様より反響いただいており、今回で第３弾となります。 

 

３５名の著名人が語る「水」のエピソードを収録 

『水風景 VOL,3 2015-2017』 発刊 
アーティストからアスリートまで 多彩なゲストによる“水”がテーマのラジオＣＭを書籍化 

２０１８年３月１０日、原書房より上梓 

『水風景 VOL,3 2015-2017』表紙 目次  

三菱ケミカル・クリンスイ株式会社 東京都品川区大崎 1－11－2 TEL（03）6748‑7472  

◆Home Page= www.cleansui.com 



書籍デザインは、著名作家の書籍を数多くデザインし高い評価を得ている岡孝治氏が手掛けています。

国内トップクラスのデザイナーである岡氏の手により、メッセンジャーのキャラクターや内容に馴染む「水」

の写真が選定されており、読者の心にイメージが染み込むよう構成しています。 

 

【概要】 

・タイトル ： 『水風景 VOL,３ ２０１５-２０１７』 

・出版社 ： 原書房 

・著者  ： 大宮エリー氏、柴田文江氏、登坂絵莉氏など計３５名の著名人 

・体裁  ： Ｂ６版並製フルカラー１９７ページ 

・発行日 ： ２０１８年３月１０日 

・販売ルート ： 書店での取り寄せ注文、および各種ネット書店での注文 

 

【ＣＭをオンエア中のラジオ番組について】 

・『～JK RADIO～ＴＯＫＹＯ ＵＮＩＴＥＤ』内コーナー「Ｃｌｅａｎｓｕｉ ＭＯＲＮＩＮＧ TABLE」 

ＦＭラジオ局Ｊ－ＷＡＶＥ（８１．３ＦＭ）にて、毎週金曜日の６：４５～６：５５に放送中。 

朝食を中心として、国内外、世界の食卓とそのメニューに込められたストーリーを紹介しています。 

 

・「ＳＵＰＥＲ ＦＩＮＥ ＳＵＮＤＡＹ Ｃｌｅａｎｓｕｉ ＮＡＴＵＲＡＬ ＳＴＹＬＥ」 

近畿２府４県を放送エリアとするＦＭラジオ局ＦＭ８０２にて、毎週日曜日の１０：３５～１０：４２に放送中。 

自然をテーマに水、森林、環境などのトピックや自然公園のスポット情報などを紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―本件に関する報道関係のお問い合わせ― 

三菱ケミカル・クリンスイ株式会社 広告宣伝部    電話：０３－６７４８－７４７２ 
クリンスイＰＲ代理店：株式会社プラップジャパン（担当：後藤、山本）   電話：０３－４５８０－９１５３ 

＜担当編集者から一言＞ 

水は無色透明です。だからこそ、ひとりひとりに寄り添って、人それぞれの力になり、癒やしを与え、ま

た糧にもなるのだと思います。今回３冊目の『水風景』を刊行させていただきました。ゲストのみなさん

にとっての「水」を眺めながら、わたしにとっての「水」、あなたにとっての「水」を少し振り返って考えて

みる、そんな機会になったら素敵です。 

原書房 編集部 石毛力哉 


